
 

 

平成 27 年度 東京都内湾水生生物調査 9 月鳥類調査 速報 

 

●実施状況 

平成 27 年 9 月 29 日に鳥類調査を実施した。天気は晴、気温 19.6～26.1℃、東～北東、風速 0.5

～1.0m であった。当日は大潮で、潮位は 11時 39 分 干潮(50cm)、17 時 37 分 満潮(214cm)であっ

た(気象庁東京検潮所)。各地点の状況を下表に示す。 

 

葛西人工渚 お台場海浜公園 森ヶ崎の鼻

作業時刻 13：00-14：10 9：00-10：15 11：00-11：45

天候 晴 晴 晴

気温(℃) 19.6 25.6 26.1

風向 東 北東 北東

風速(ｍ) 0.5 0.7 1.0

備考

干潟が広く干出し、水溜りが多
くできていた。

砂浜12人(清掃、レジャー)、船
着き場13人(散策)、磯9人(釣
り、貝採り)、利用者が比較的
多く見られた。
鳥の島に人（6名）が上陸して
いた。

干潟は最大干出時と比べて、
少し狭い。

 

 

●主な出現種等 

 

ウミネコ(2180羽) カワウ(135羽) カワウ(60羽)

カワウ(1209羽) アオサギ(13羽) ユリカモメ(36羽)

その他の鳥類

カルガモ、アオサギ、ダイサギ、
コサギ、オオバン、メダイチド
リ、オオソリハシシギ、ダイシャ
クシギ、アオアシシギ、ハマシ
ギ、ユリカモメ、セグロカモメ、
オオセグロカモメ、ミサゴ、ハク
セキレイ

カンムリカイツブリ、ダイサギ、
コサギ、イソシギ、ウミネコ

ヒドリガモ、カルガモ、コガモ、
アオサギ、ダイサギ、コサギ、ア
オアシシギ、イソシギ、ウミネ
コ、セグロカモメ、オオセグロカ
モメ、ミサゴ、トビ、ハクセキレイ

備考

・汀線際では、カワウやサギ
類、カモメ類が休息。
・汀線際や干潟では、サギ類、
メダイチドリ、ダイシャクシギ、
ハマシギなどシギ・チドリ類が
採餌。
・ミサゴが干潟で魚を食べてい
る。
・重要種として、9種を確認
（ダイサギ、コサギ、オオバン、
メダイチドリ、オオソリハシシ
ギ、ダイシャクシギ、アオアシシ
ギ、ハマシギ、ミサゴ）。

・第六台場、鳥の島では、カワ
ウ、サギ類の繁殖は終了し、巣
は空。
・鳥の島では、樹上でカワウ、
サギ類とも確認されず、周囲の
磯などでイソシギなど3種を確
認。
・サギ類、イソシギが磯で採
餌、休息。
・重要種として、4種を確認(カン
ムリカイツブリ、ダイサギ、コサ
ギ、イソシギ)。

・干潟でカモ類、カワウ、カモメ
類などが休息。サギ類、アオア
シシギなどが採餌。
・護岸ではサギ類、イソシギが
採餌、休息。
・重要種として、6種を確認(ダイ
サギ、コサギ、アオアシシギ、イ
ソシギ、ミサゴ、トビ)。

数が多かった
鳥類上位2種

 

 



 

 

●出現種と個体数 
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＜葛西人工渚＞ 

○調査地点の状況 

干潟が広く干出し、水たまりが多かった。 

 

○出現種(オオソリハシシギ) 

干潟を歩き回り、泥の中にくちばしを差込ん

で軟体動物、甲殻類など採餌していた。日本

では旅鳥として春秋の渡りの時期に全国で見

られる。環境省レッドリスト(2012)では絶滅

危惧 II 類、東京都レッドリスト(2010)では絶

滅危惧 IB類に指定されている。 

 

 

○出現種(ダイシャクシギ) 

渡りの途中に立ち寄る旅鳥として、春秋に日本

全土で見られる。干潟を歩き回り採餌していた。

東京都レッドリスト(2010)では絶滅危惧IA類に

指定されている。大型のシギで、長くて下方に

湾曲したくちばしを泥に差し込み、カニ、ゴカ

イなどを食べる。 

 

 

 

○干潟の利用状況(カワウ、ダイサギ、ウミネコ) 

カワウとウミネコが汀線際で休息し、ダイサギ

が干潟にできた水溜りで魚を捕食していた。

東側の地点より、南方向を見る 

オオソリハシシギ 

ダイシャクシギ 

アオアシシギ 

ダイサギ 
カワウ 

ウミネコ 



 

 

＜お台場海浜公園＞ 

○調査地点の状況 

第六台場ではサギ類、カワウの営巣が見られな

かった。 

 

 

○出現種(カワウ) 

第六台場、鳥の島での営巣は終了しているが、

第六台場の樹林は休息場所として利用されてい

た。 

 

 

 

 

 

 

○出現種(イソシギ、) 

磯の岩場で採餌、休息していた。東京都レ

ッドリスト(2010)では絶滅危惧 II 類に指

定されている。水生昆虫、甲殻類などを食

べる。 

調査範囲
第六台場

鳥の島

お台場海浜公園

休息するカワウ 

イソシギ 



 

 

＜森ヶ崎の鼻＞ 

○調査地点の状況 

干潟は最大干出時と比べて少し狭かった。 

 

 

○出現種(アオアシシギ、イソシギ) 

アオアシシギは干潟を歩き回り採餌してい

た。東京都レッドリスト(2010)では準絶滅

危惧に指定されている。 

イソシギは磯や護岸で採餌していた。東京

都レッドリスト(2010)では絶滅危惧II類に

指定されている。 

 

○出現種(コガモ、ヒドリガモ) 

干潟や海上で休息していた。 

ともに冬鳥として飛来する淡水カモ類で、全

国の内湾、河川、湖沼などで見られる。コガ

モは、一部の個体が北海道や本州の山地で繁

殖する。 

 

 

 

 

○干潟の利用状況(カワウ、サギ類、カモメ類など) 

カワウやユリカモメ、ダイサギなどが干潟で休息していた。 

 

 

 

 

 

 

コアジサシ

人工営巣地

調査範囲

森ヶ崎水再生センター

京浜島

羽田空港

コアジサシ(休息) 

コガモ 

ヒドリガモ 

イソシギ 
アオアシシギ 

コガモ 

ユリカモメ 

カワウ 

ユリカモメ 

ダイサギ 


